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平成 18 年２月期 第１四半期財務･業績の概況(連結) 

平成 17 年６月 23 日  

 会社名   株 式 会 社 テ イ ツ ー                                 （JASDAQ・コード番号：7610） 

 (URL http://www.tay2.co.jp) 

 問合せ先    代表者役職・氏名  代表取締役社長                                TEL (03) 5408-5542 

大 橋 康 宏                  

責任者役職・氏名  執行役員ｻｰﾋﾞｽｶﾝﾊﾟﾆｰＣＦＯ兼経理財務部長兼経営企画部長 

片 山 靖 浩  

     
１． 四半期財務情報の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用有無         ：有 

（税金費用の計算は簡便的な方法を採用しております。） 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無   ：無 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無               ：無 

 

２． 平成 18 年２月期第１四半期の財務･業績（平成 17 年３月 1日～平成 17 年５月 31 日） 

 （１）経営成績（連結）の進捗状況                          （百万円未満切捨） 

          売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益  四半期(当期)純利益

 

18 年２月期第１四半期

百万円  ％ 

7,791 （6.5）

百万円    ％  

 174  （94.1）

百万円    ％ 

171  （89.5）

 百万円     ％

 98  （210.1）

17 年２月期第１四半期 7,316 （25.6）   90 （△9.9）   90 （△8.9）  31 （△36.7）

（参考）17 年２月期 33,630    790          771          406 

 

 
 １株当たり四半期
（当期）純利益 

潜在株式調整後１株当た
り四半期（当期）純利益

   円  銭   円  銭 

18 年２月期第１四半期     196   54 193    64  

17 年２月期第１四半期 64   94 63    01  

（参考）17 年２月期 815   20 801    88  

（注）１．売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 

   ２．平成 17 年４月 20 日付で１株につき 10 株の割合で株式分割をしており、17 年２月期第１四半期及び 17

年２月期の１株当たり四半期（当期）純利益、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は当該

影響を遡及して計算しております。 

 

（２）財政状態(連結)の変動状況                           （百万円未満切捨） 

          総  資  産 株  主  資  本 株主資本比率  １株当たり株主資本

 

18 年２月期第１四半期 

百万円  

11,275 

百万円 

    3,966 

％ 

    35.2 

円   銭 

7,836  80 

17 年２月期第１四半期   10,259        3,572 34.8    7,190  92 

（参考）17 年２月期     11,222         3,872 34.5    7,758  60 

（注） 平成 17 年４月 20 日付で１株につき 10 株の割合で株式分割をしており、17 年２月期第１四半期及び 17 年

２月期の１株当たり株主資本は当該影響を遡及して計算しております。 

 

（３）連結キャッシュ･フローの状況                         （百万円未満切捨） 

 
 営業活動による      投資活動による 財務活動による 現金及び現金同等物

 キャッシュ･フロー  キャッシュ･フロー キャッシュ･フロー 期   末   残    高

 

18 年２月期第１四半期

百万円 

   △623 

百万円 

   △251 

百万円 

     644 

百万円 

       1,130 

17 年２月期第１四半期 △768 △496   1,315         1,120 

（参考）17 年２月期         229 △1,071       1,134        1,361 
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（４）セグメント別売上高 

前第１四半期会計期間 

 自 平成 16 年３月 1 日 

至 平成 16 年５月 31 日 

当第１四半期会計期間 

 自 平成 17 年３月 1 日 

至 平成 17 年５月 31 日 

前期（通期） 期 別 

区 分 

金 額 構 成 比 金 額 構 成 比 

対前年

同期 

増減率 
金 額 構成比 

 百万円 ％ 百万円 ％ ％ 百万円 ％ 

本 1,059 14.5 1,071 13.8 1.1 4,208 12.5

ゲ ー ム 1,259 17.2 1,476 18.9 17.2 5,181 15.4

Ｃ Ｄ 262 3.6 211 2.7 △19.2 1,028 3.1

ビデオ・ＤＶＤ 206 2.8 244 3.1 18.6 918 2.7

リ

サ

イ

ク

ル

品 小 計 2,787 38.1 3,003 38.5 7.7 11,337 33.7

本 217 3.0 187 2.4 △13.6 794 2.4

ゲ ー ム 3,303 45.1 3,203 41.1 △3.0 16,530 49.2

Ｃ Ｄ 291 4.0 223 2.9 △23.1 1,185 3.5

ビデオ・ＤＶＤ 312 4.3 336 4.3 7.7 1,455 4.3

そ の 他 31 0.4 31 0.4 △2.2 142 0.4

新

品 

小 計 4,156 56.8 3,982 51.1 △4.2 20,109 59.8

レ ン タ ル 56 0.8 52 0.7 △7.7 234 0.7

業 務 提 携 部 門 29 0.4 35 0.5 19.4 81 0.3

 

そ の 他 22 0.3 26 0.3 19.7 76 0.2

古 本 市 場 事 業 7,052 96.4 7,100 91.1 0.7 31,838 94.7

ア イ ･ カ フ ェ 事 業 158 2.2 577 7.4 265.1 1,312 3.9

ＥＣ(電子商取引)事業 105 1.4 113 1.5 8.0 478 1.4

合 計 7,316 100.0 7,791 100.0 6.5 33,630 100.0

 

（注）１．前期及び当期の第１四半期に係る数値については、監査法人の監査を受けておりません。 

２．上記の金額に消費税等は含まれておりません。 

 

３．業績の概況（平成 17 年３月 1日～平成 17 年５月 31 日） 

（１）経営成績 

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益や輸出に伸び悩みが見られるものの、個人消費や設備

投資に改善傾向が見られ、緩やかな回復基調となりました。当社グループの属する小売サービス業につきましても、

失業率の低下や個人消費の拡大などから回復傾向の中で推移いたしました。 

こうした環境の下、古本市場事業においてリサイクル品の売上高が堅調に推移したことや、アイ･カフェ事業の売

上高が順調に拡大していること、ＥＣ事業の         サイトへの集客が拡大していることなどから、当第

１四半期連結会計期間の連結売上高は、第１四半期としては過去最高の 77 億９千 1 百万円（前年同期比 6.5％増）、

連結経常利益は１億７千１百万円（同 89.5％増）、連結第１四半期純利益は９千８百万円（同 210.1％増）となりま

した。 

事業の種類別セグメントごとの状況は以下の通りであります。 

【古本市場事業の概況】 

｢古本｣の市場におきましては、市場の成熟化・寡占化が進行しており業界大手におきましても出退店を繰り返す厳

しい環境となってまいりました。｢家庭用テレビゲーム｣の市場につきましては、人気タイトルの発売数が少なかった

影響により、やや低調に推移いたしました。｢音楽及び映像等メディアソフト｣の市場につきましては、音楽ソフトが、

オンライン配信の発達の影響等もあり引き続き縮小傾向となったほか、映像ソフトにおいても、前年に比べて人気タ

イトルの発売数が少なく、伸び悩む展開となりました。 

 このような環境の下、古本市場事業においては、既存店の店舗競争力の強化に向け、古本を中心としたリサイクル
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品の販売体制強化、店舗オペレーションの改善による業務効率化に注力いたしました。また、新規出店としては、直

営店として、ブック･スクウェア三交店（三重県）を出店いたしました。 

加えて、ＦＣ展開の面におきましては、出店加速に向けた体制作りとして、３月１日の組織改編により直営店とＦ

Ｃ店をともに担当するエリアマネージャーを設置したほか、直営店のノウハウをＦＣ店向けに提供する支援体制強化

に向けた取り組みを行いました。 

そうした結果、当第１四半期における古本市場事業を取り巻く市場環境は、新品商材販売の面においてやや厳しい

展開となりましたが、リサイクル品強化に向けた各種施策が奏功し、売上高は 71 億円（前年同期比 0.7％増）、利益

面におきましては、営業利益４億５千４百万円（同 30.9％増）となりました。 

【アイ･カフェ事業の概況】 

「インターネット・コミック・カフェ」の市場につきましては、業界大手の積極的な出店政策によりメディアにも

取り上げられたことなどから業界全体の認知度が大きく向上し、引き続き拡大傾向となりました。 

このような環境の下、アイ･カフェ事業としては、各種マニュアルの整備などＦＣ店の出店拡大に向けた体制作り、

アイ･カフェとしてのクオリティを維持しながらの投資コストの引き下げなど、多店舗展開に向けた各種施策を実施

いたしました。その結果、新規出店としては、直営店として天王寺アポロ店（大阪市）を出店したほか、ＦＣ店とし

て、中庄サンフラワー店（岡山県）、Annex 金古店（群馬県）、越谷駅西口店（埼玉県）の 3 店舗を出店し、5 月末

のアイ･カフェ店舗数は直営店、ＦＣ店合わせて 18 店舗となりました。また、店舗運営面におきましては、会員数の

拡大のため１周年を迎えた店舗にて１周年キャンペーンを実施するなど販促活動を強化したほか、新メニューの導入

などサービスの強化を図りました。 

そうした結果、新店の出店に加え既存店の売上高も伸張し、アイ･カフェ事業の売上高は５億７千７百万円（前年

同期比 265.1％増）となりました。一方、利益面におきましては、直営店１店舗の出店に伴う出店費用が発生したほ

か、店舗運営を軌道に乗せるため既存店においても積極的な販促活動を実施したことなどから、営業損失８千万円（前

期は営業損失１億７百万円）となりました。 

【ＥＣ事業の概況】 

ＥＣ（電子商取引）の市場は、顧客の利便性追求とインターネット人口の増加により、様々な小売業がインターネ

ットを介した商取引へと参入し、拡大を続けております。 

このような環境の下、ＥＣ事業においては、        への集客力の拡大などを目的に、平成 16 年 12 月の

ⅰモード®サイトのオープンに続き、平成 17 年４月 27 日に Vodafone live!®、５月 12 日には EZweb®にサイトをオ

ープンし、携帯電話３キャリアすべてのショッピングメニューをカバーいたしました。また、４月 25 日にはヤフー

株式会社の運営するインターネットショッピングモール「Yahoo！ショッピング」に、最新タイトルのゲーム･ＣＤ･

ＤＶＤが購入できるほか、ビジネスユーザー向けに新品･リサイクルのトナーカートリッジの販売を行う「ユーブッ

ク Yahoo！店」をオープンいたしました。また、こうした販売チャネルの増加による集客力の向上に加え、2,000 円

（税込）以上購入の方を対象にした送料無料キャンペーンを実施するなど、有効な販促施策を展開いたしました。 

そうした結果、ＥＣ事業の売上高は１億１千３百万円（前年同期比 8.0％増）、営業利益３百万円（同 54.5％減）

となりました。 

『店舗数の推移』 

（単位：店） 

 期首現在 出店 退店 業態変更 第１四半期
末現在 増減 

古本市場 直営店舗  75 - -  -   75  - 

古本市場 業務提携･ＦＣ店舗  36  - △2   -   34  △2 

ブック･スクウェア 直営店舗    4  1  -   -     5  ＋1 

アイ･カフェ 直営店舗    9  1 -  -    10  ＋1 

アイ･カフェ ＦＣ店舗    5  3 -   -    8  ＋3 

計  129  5 △2   -   132  ＋3 
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『ユーブック会員数の推移』    

              （単位：千人） 

 期首 第 1四半期 

累計会員数（前期） 238 256 

累計会員数（当期） 327 356 

増減数 89 100 

 

４．当期の見通し（平成 17 年３月１日～平成 18 年２月 28 日） 

今後のわが国経済につきましては、輸出の停滞やＩＴ分野の在庫調整の遅れはあるものの、雇用環境の改善や個人

消費の拡大などにより、緩やかな回復に向かうものと思われます。 

こうした環境の下、当社グループは、将来に向けた必要な投資を行いつつ、店舗競争力の強化、業務効率の改善な

どにより業績の向上を図ってまいります。 

古本市場事業におきましては、引き続き直営店の出店を継続する一方で、既存店の店舗競争力の改善に重点をおき、

一定の年数が経過した店舗の改装や、市場の変化に対応した効率的な売場作りを推進し、リサイクル品の取扱い強化

に注力してまいります。 

アイ･カフェ事業におきましては、直営店の積極的な出店を継続するとともに、ＦＣ店の出店支援体制の強化、出

店コストの引き下げ、出店パッケージの多様化などにより、ＦＣ店の出店を加速させてまいります。また、連結子会

社であるインターピア株式会社が開発している店舗運営システムをアイ･カフェ店舗に導入するとともに、市場の拡

大にあわせて外販も推進するなど、総合的な事業拡大に努めてまいります。 

ＥＣ事業につきましては、システム面の投資により、        におけるアクセス数、売買高の増加に対応

する環境を整備するとともに、顧客サービスの向上、取扱商材の拡充を実施することにより、事業の拡大を図ってま

いります。 

以上の結果、平成 18 年２月期の連結売上高は 374 億５千万円（前期比 11.4％増）、連結経常利益は７億７千５百

万円（同 0.5％増）、連結当期純利益は４億１千万円（同 0.9％増）を見込んでおり、平成 17 年４月 18 日付当社「決

算短信」にて発表いたしました業績予想の変更はありません。 

 

（注） 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に

係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想

と異なる場合があります。 
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[添付資料] 

１. 第１四半期連結貸借対照表 

  （単位：千円）

前第１四半期会計期間末

（平成 16 年５月 31 日）

当第１四半期会計期間末 

（平成 17 年５月 31 日） 

前連結会計年度の要約貸借対照表

（平成 17 年２月 28 日）

期  別 

 

科  目 金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 構成比

（ 資 産 の 部 ）  ％  ％  ％

流 動 資 産            

現 金 及 び 預 金 1,204,550  1,213,270  1,444,566  

売 掛 金 158,738  249,675  280,282  

た な 卸 資 産 3,569,921  3,989,847  3,704,190  

そ の 他 462,378  595,678  542,699  

貸 倒 引 当 金 △643  △925  △925  

流 動 資 産 合 計 5,394,946 52.6 6,047,546 53.6 5,970,813 53.2 

固 定 資 産            

有 形 固 定 資 産            

建 物 及 び 構 築 物 1,734,655  1,814,064  1,806,280  

土 地 240,123  242,279  242,279  

建 設 仮 勘 定 26,268  83,975  146,520  

そ の 他 270,633  281,014  283,160  

有 形 固 定 資 産 合 計 2,271,680  2,421,333  2,478,240  

無 形 固 定 資 産            

ソ フ ト ウ ェ ア 271,623  202,526  191,633  

そ の 他 73,872  163,150  173,534  

無 形 固 定 資 産 合 計 345,495  365,677  365,168  

投資その他の資産    

長 期 貸 付 金 578,011  510,702  523,034  

差 入 保 証 金 1,162,837  1,291,774  1,252,395  

そ の 他 506,523  651,747  645,963  

貸 倒 引 当 金 ―  △13,115  △13,115  

投 資 そ の 他 の 資 産 合 計 2,247,371  2,441,107  2,408,277  

固 定 資 産 合 計 4,864,547 47.4 5,228,119 46.4 5,251,686 46.8 

資 産 合 計 10,259,494 100.0 11,275,665 100.0 11,222,499 100.0 
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 （単位：千円）

前第１四半期会計期間末

（平成 16 年５月 31 日）

当第１四半期会計期間末 

（平成 17 年５月 31 日） 

前連結会計年度の要約貸借対照表

（平成 17 年２月 28 日）

期  別 

 

科  目 金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 構成比

（ 負 債 の 部 ）  ％  ％  ％

流 動 負 債              

買 掛 金 1,183,148  917,338  1,209,319  

１ 年 内 償 還 予 定 社 債 ―  22,100  22,100  

短 期 借 入 金 1,408,000  1,900,000  1,200,000  

１年内返済予定長期借入金 916,496  930,454  942,770  

未 払 法 人 税 等 50,521  94,369  274,491  

賞 与 引 当 金 6,742  12,162  89,878  

ﾎ ﾟ ｲ ﾝ ﾄ 値 引 引 当 金 243,910  254,683  257,930  

そ の 他 458,395  591,636  713,859  

流 動 負 債 合 計 4,267,215 41.6 4,722,745 41.9 4,710,349 42.0 

固 定 負 債            

長 期 借 入 金 2,006,425  2,016,982  2,071,215  

退 職 給 付 引 当 金 37,301  44,465  42,687  

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 86,814  112,019  105,644  

そ の 他 117,994  177,964  178,069  

固 定 負 債 合 計 2,248,534 21.9 2,351,431 20.8 2,397,616 21.3 

負 債 合 計 6,515,749 63.5 7,074,177 62.7 7,107,966 63.3 

( 少 数 株 主 持 分 )    

少 数 株 主 持 分 170,934 1.7 234,891 2.1 242,215 2.2 

（ 資 本 の 部 ）    

資 本 金         1,095,961 10.7 1,148,587 10.2 1,123,374 10.0 

資 本 剰 余 金 1,050,256 10.2 1,102,876 9.8 1,077,669 9.6 

利 益 剰 余 金 1,640,524 16.0 2,003,239 17.8 1,959,813 17.5 

その他有価証券評価差額金 1,410 0.0 2,383 0.0  1,949 0.0 

自 己 株 式 △215,344 △2.1 △290,489 △2.6 △290,489 △2.6 

資 本 合 計 3,572,809 34.8 3,966,596 35.2 3,872,317 34.5 

負債､少数株主持分及び資本合計 10,259,494 100.0 11,275,665 100.0 11,222,499 100.0 
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２. 第１四半期連結損益計算書 

  （単位：千円）

前第１四半期会計期間 

 自 平成 16 年３月 1 日 

至 平成 16 年５月 31 日 

当第１四半期会計期間 

 自 平成 17 年３月 1 日 

至 平成 17 年５月 31 日 

前連結会計年度の要約損益計算書

自 平成 16 年３月 1 日 

至 平成 17 年２月 28 日 

期  別 

 

科  目 

金  額 百分比 金  額 百分比 金  額 百分比

 

売 上 高 7,316,019
％

 100.0 7,791,967
％ 

 100.0 33,630,448
％

100.0 

売 上 原 価 5,236,677 71.6 5,540,457 71.1 24,672,733 73.4 

売 上 総 利 益 2,079,341 28.4 2,251,510 28.9 8,957,714 26.6 

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,989,276 27.2 2,076,694 26.7 8,167,136 24.2 

営 業 利 益 90,065 1.2 174,815 2.2 790,578 2.4 

営 業 外 収 益 27,174 0.4 30,218 0.4 105,312 0.3 

営 業 外 費 用 26,539 0.4 33,191 0.4 124,740 0.4 

経 常 利 益 90,700 1.2 171,842 2.2 771,151 2.3 

特 別 利 益 ― ― ― ― 142,770 0.4 

特 別 損 失 839 0.0 1,101 0.0 138,278 0.4 

税金等調整前第１四半期（当期）純利益 89,860 1.2 170,740 2.2 775,642 2.3 

税 金 費 用 51,825 0.7 79,739 1.0 329,838 1.0 

少数株主利益又は損失（△は損失） 6,326 0.1 △7,324 △0.1 39,589 0.1 

第１四半期（当期）純利益 31,708 0.4 98,326 1.3 406,214 1.2 

 

 

３. 第１四半期連結剰余金計算書 

（単位：千円） 

第１四半期連結会計期間 

自 平成 16 年３月 １日 

至 平成 16 年５月 31 日 

当第１四半期連結会計期間 

自 平成 17 年３月 １日

至 平成 17 年５月 31 日

前連結会計年度の剰余金計算書 

自 平成 16 年３月 １日

至 平成 17 年２月 28 日

期  別 

 

科 目 
金  額 金  額 金  額 

（資本剰余金の部）    

資本剰余金期首残高  1,038,975 1,077,669 1,038,975 

資 本 剰 余 金 増 加 高     

  新株予約権の権利行使 11,281 25,206 38,693 

資本剰余金第１四半期末（期末）残高 1,050,256 1,102,876 1,077,669 

      

（利益剰余金の部）    

利益剰余金期首残高  1,658,185 1,959,813 1,658,185 

利 益 剰 余 金 増 加 高     

  第１四半期（当期）純利益 31,708 98,326 406,214 

利 益 剰 余 金 減 少 高     

  配 当 金 49,370 54,901 104,586 

利益剰余金第１四半期末（期末）残高 1,640,524 2,003,239 1,959,813 
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４. 第１四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円） 

前１四半期連結会計期間 

自 平成 16 年３月 １日

至 平成 16 年５月 31 日

当第１四半期連結会計期間 

自 平成 17 年３月 １日

至 平成 17 年 5月 31 日

前連結会計年度 

自 平成 16 年３月 １日

至 平成 17 年２月 28 日

期  別 

 

科 目 
金  額 金  額 金  額 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前第１四半期（当期）純利益 89,860 170,740 775,642 

減 価 償 却 費 129,708 137,153 689,422 

減 損 損 失 ― ― 13,110 

賞与引当金の増減額(減少:△) △71,322 △77,715 11,813 

ﾎﾟｲﾝﾄ値引引当金の増減額(減少:△) 9,813 △3,246 23,832 

退職給付引当金の増加額 1,991 1,778 7,377 

役員退職慰労引当金の増加額 5,460 6,375 24,290 

貸倒引当金の増加額 ― ― 411 

受取利息及び受取配当金 △566 △507 △2,328 

支 払 利 息 10,488 14,805 45,999 

持分法による投資損益 △1,541 △5,372 △6,806 

長期貸付金の家賃相殺額 13,026 12,906 60,353 

固 定 資 産 除 却 損 ― 871 11,370 

固 定 資 産 売 却 損 ― ― 503 

固 定 資 産 売 却 益 ― ― △770 

営 業 権 売 却 益 ― ― △142,000 

売 上 債 権 の 減 少 額 73,256 30,607 1,130 

たな卸資産の増加額 △378,600 △285,656 △509,222 

その他流動資産の増加額 △45,346 △47,062 △49,990 

仕 入 債 務 の 減 少 額 △262,724 △291,981 △275,717 

その他流動負債の減少額 △99,876 △7,908 △22,657 

そ の 他 37,699 8,144 131,527 

小 計 △488,675 △336,070 787,291 

利息及び配当金の受取額 9 43 391 

利 息 の 支 払 額 △10,408 △14,914 △44,225 

法 人 税 等 の 支 払 額 △268,938 △273,030 △514,145 

営業活動によるキャッシュ・フロー △768,013 △623,972 229,312 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の純増加額 ― ― △16 

有形固定資産の取得による支出 △391,086 △137,139 △882,274 

有形固定資産の売却による支出 ― ― 74,378 

無形固定資産の取得による支出 △20,159 △57,595 △102,515 

差入保証金の払込による支出 △64,982 △47,012 △181,917 

差入保証金の返還による収入 31,501 283 20,480 

投資有価証券の取得による支出 △598 △598 △2,457 

子会社株式取得に伴う支出 ― ― △97,928 

長期貸付金の貸付による支出 △36,102 ― △26,212 

長期貸付金の回収による収入 460 ― 1,710 

そ の 他 △15,283 △9,569 124,958 

投資活動によるキャッシュ・フロー △496,250 △251,631 △1,071,796 
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前第１四半期連結会計期間 

自 平成 16 年３月 １日 

至 平成 16 年５月 31 日 

当第１四半期連結会計期間 

自 平成 17 年３月 １日

至 平成 17 年５月 31 日

前連結会計年度 

自 平成 16 年３月 １日

至 平成 17 年２月 28 日

期  別 

 

科 目 
金  額 金  額 金  額 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増加額 958,000 700,000 746,000 

長期借入れによる収入 615,000 200,000 1,435,000 

長期借入金の返済による支出 △242,208 △266,548 △971,144 

株式発行による収入 22,562 50,420 77,387 

少数株主への株式の発行による収入 － － 27,300 

親会社による配当金の支払額 △37,831 △39,563 △104,163 

自己株式の取得による支出 － － △75,505 

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,315,522 644,308 1,134,873 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － － － 

現金及び現金同等物の増減額(減少:△) 51,258 △231,295 292,389 

現金及び現金同等物の期首残高 1,069,164 1,361,553 1,069,164 

現金及び現金同等物の第１四半期期末（期末）残高 1,120,422 1,130,257 1,361,553 
    

 

５. セグメント情報 

（１）事業の種類別セグメント情報 

   前第１四半期連結会計期間（自 平成 16 年３月１日 至 平成 16 年５月 31 日） 

 古本市場 

事業 

（千円） 

アイ・カフェ

事業（千円）

ＥＣ事業 

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は全

社（千円） 

連結 

（千円） 

売上高 

(１) 外部顧客に対 

する売上高 

(２) セグメント間 

の内部売上高 

又は振替高 

 

7,052,424 

 

1,953 

 

158,325

666

105,268

12,542

7,316,019

15,162

 

－ 

 

△15,162 

7,316,019

－

計 7,054,377 158,992 117,811 7,331,181 △15,162 7,316,019

営業費用 6,707,295 266,989 109,789 7,084,073 141,879 7,225,953

営業利益 

（△は営業損失） 

347,082 △107,996 8,022 247,108 △157,042 90,065

 

   当第１四半期連結会計期間（自 平成 17 年３月１日 至 平成 17 年５月 31 日） 

 古本市場 

事業 

（千円） 

アイ・カフェ

事業（千円）

ＥＣ事業 

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は全

社（千円） 

連結 

（千円） 

売上高 

(１) 外部顧客に対 

する売上高 

(２) セグメント間 

の内部売上高 

又は振替高 

 

7,100,307 

 

2,876 

 

577,985

－

113,674

12,680

7,791,967

15,556

 

－ 

 

△15,556 

7,791,967

－

計 7,103,183 577,985 126,355 7,807,524 △15,556 7,791,967

営業費用 6,648,819 658,590 122,706 7,430,115 187,036 7,617,152

営業利益 

（△は営業損失） 

454,363 △80,604 3,649 377,408 △202,593 174,815
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前連結会計年度（自 平成 16 年３月１日 至 平成 17 年２月 28 日） 

 古本市場 

事業 

（千円） 

アイ・カフェ

事業（千円）

ＥＣ事業 

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は全

社（千円） 

連結 

（千円） 

売上高 

(１) 外部顧客に対 

する売上高 

(２) セグメント間 

の内部売上高 

又は振替高 

 

31,838,944 

 

 

14,573 

1,312,744

1,919

478,759

38,088

33,630,448

54,581

 

－ 

 

 

△54,581 

33,630,448

－

計 31,853,517 1,314,663 516,847 33,685,029 △54,581 33,630,448

営業費用 30,222,800 1,543,718 504,441 32,270,960 568,908 32,839,869

営業利益 

（△は営業損失） 

1,630,717 △229,054 12,406 1,414,068 △623,489 790,578

 

 


